
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

250

実績

目標 350

目標

実績

目標

実績

事業参加によりいろんな交流を通じ社会復
帰の意思の向上が図られる。

　　　人

H20

実績値
単位指標設定の考え方

実績

H18 H19

評価者
氏　名

金谷正一 連絡先
52

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

７５３０００

青山支所住民課

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

791,286

10,949

平成２０年度 計画内容

79 149

149149

報償費

149

10,879 10,949

目標

実績

目標 85
実績 82

10,800

運行業務委託料 79

　 　

年度

229

　
賃金
報償費

93

40

関連事業
年度

　委託先

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

精神疾患で通院治療中の者

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市精神保健ディケアふれんどつつじ実施要綱

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

41

・社会適応訓練や生活訓練等により自立と社会復帰を図る。
・音楽療法士による情緒の安定治療を行う。
・生活や心身の健康等に関する相談を行い、心身の健康促進
を図った。
・健康フェステバル等で物品の販売に参加し市民とのふれあ
いを行うことにより社会復帰が図られている。

平成19年から週1回のディ事業を実施している。事業を行
うことで居宅生活が継続可能になっている。

(千円)
運行業務委託料

報償費

　

運行業務委託料

需用費
委託

進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

事
業
内
容

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

施　策

70

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

581
40
99

3

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

　

需用費
運行業務委託料

平成１８年度 決算内容

社会復帰訓練、スポーツやレクリエーション、社会適応訓練、社会
訓練を行うことで、居宅生活を維持することが可能になる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

96

566

1,286事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800

12,086

人件費（Ｂ）

　

1.5

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

229

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 10,800 人 10,800

事業費計(A)

11,029

　

需用費

　 (千円)

報償費
30

(千円)

40
30

79

　

1.5

Σ 149

149

　

人 10,800

　　 　
Σ

運行業務委託料

需用費

　 　 　
事業費計(A) 　 149

79
40

10,949

1.51.5 人 10,800 人件費（Ｂ）

保健衛生費

　 　

　 (千円)

保健衛生総務費

保健事業

精神保健ディケア事業

79　 Σ

総合評価 事業の方向性

7

3228

事業の成果を測る指標

参加者数

評価項目 ポイント

149

運行業務委託料

報償費
需用費

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

.参加することで、心の安定や社会的習慣の維持向上ができている、・医療機関のディサービス、自立支援法に基づく福
祉サービスの対象とならなかった人の受け皿としても必要な事業である。

ただ参加するだけではなく、参加者主導で活躍できるようになれば、自立と社会復帰促進に繋がると期待している。

計画どおり実施できたが参加者が自立と社会復帰への取り組みは、継続が必要である。

経費が少なく事業が行えるが、事前準備や運営に要する関係者の拘束時間が長い。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

人1.5

149
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

149 149
149

229
229

79

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 1,286

1,286

評価項目についてのコメント

効率性

3

3

必要性

有効性

3

3

達成度

改善についての取り組み

　

30
40
79

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

988

05

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

精神保健デイケア事業

障がいのある人の自立した生活を支える
目

相談体制の充実

コード 名            称

01

04

一般会計

衛生費

07

01

01

102

250
350

319

目標

実績 245

H21

35

Ｃ 現状維持 参加者主導の推進と事業内容も検討していく必要がある。他のデイサービス利用者においては大勢でありセンターにおいては気軽に
相談等できるので利用がある。

目標値

目標 目標

実績

35
42

目標

実績

回

実績

事業開催回数

目標

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


